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よ‡好＝吾詞書  

別紙の∠おり  

j 喜田捧？経緯   

昭ねら噂？R相場、篠叩団融合女剛艶し、当事篇カ、  

せ車㌧   錘脚勧眩椀仁。そのうんそ・、別納 
◆噂ナ、   

軒 こ＝＝＝ユ同羊芋Jこイ臣割溝トフいて吉岡轄秦を作成   

し、当事者巨対して提示したところ、ヌヌ方ともこれに同窓し仁   

ので、、 吾郎奪内患を鮪書巨竜乙戟した。   

また・同番啓愈じ欠席しト訓告申出八こ＝＝コ′lこフい乙－ま、   

普′塙申裏人♂宜納扇夜経路したうえご、、審聯一にあ、l、之あフ  
ナ 

仙老朽ったとこう、嘩射二鴎が、舶Lた．嘩、緒紳年  

？日月臼、合食内患を細奇才＝蓋乙鼓し、当蚤襲食のあっせレ   

ニ禍嫁を終うしt。  

年 当蚤鼻合の乳鮨   

隼人の普鴫申出八の普惰内容には、¢／司鵬顆患爵が才旦当  

昭加も0年l州fZ臼  

細坤長 官 綿辰■埴∴揉  

神戸市消費者苦悟処理委員会  

会 長 石【月番 久夫  
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新和二甲服割希の…鍔略巨ついて（報賃）   

同封Dら0年？flZ白付ナ神革隻第z占ぎ号食もってあっせレ璃  

倍の付きL－k音什きした碍書乙射年！ニフいて懸織・㌢行った東栄、  
珠の乙おり‾誰＝吾が軋たし許した♂－ご・、神西乳のくらしをれる  

条の絶乳巨より紬著し乏す。  卵」施行柁則篠？  

書乙  

／当季蔦  

（－）郎紳沈こ人  

、「二∴∴二∴∴∴二．．！  
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したものぞしあもこと、㊤「J週間JニJ   ．
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神戸咋  まもーチこ症漁し＼考楓叩いて如絡拍紳行われ乙Ilもこと、  

という堤通息がみられ喜。 また、復路帝都沌ン9】ド埼触  

れて■ヒ他伊苦情ぞ・も、別卵ろ績負カ、い剛乳のヒールス・トクて、   

抄苦惰被中根八  

／卜′叶  



軌藷を行っ7し、ナニ事例がみうけら叫壱々   

上の鼠曳苦情綿申出人巨廉才彦＝ノに乙ころ、 「う瑠寸絹をす  

る。」との色rルス・卜7は際質しZいるとLノンがら、 雛象負桐テ  

息的トき描寸るこ乙きごは禁止で、うプル、純商畠の伽1オ  

÷餌、わからもし＼埠含もあるの己・、アフター・勅岬乙しZ、 「辻軒  

ド勒りたじきは顔色出し許す。」とまうことは、セールス・ト7の  

㌦フ乙し7揉う鴫′合かlあると弁明したけ しガレ、両綿羞の  

恕浪包尉組占り巨利速仰しば、、ロ矧＝よ去′若那1薄を宿う  

との獅ヵ、い7出たこ用事寮ご、あまと監仙、このよ）イよ月凍  

偽伯そやて）こし、附縫最鶉を、鉄砲鼻か、、難是写定温の射簸ヒし  

ア約束恥二乙は時報ご・ある。   

純、窯場顔中虹は、「契約中如キト繋榊細を蓋滅  

トフいZは、尊預け哨包  崗⊂＝コ一 同  L一山」  」   J   

行う乙の約束か、購入如／綺、こし乙主蟄な牽引よなフぞi、きの乙、  

軋払金をイ細別嵐瀬島分ヒしZ謂鮨しZ鋼誘り、通品揖と  

の誹櫓包待った。き仁、恩情申ぬムヒニ＝フーニフい乙′友、  

隼習離村き碓産も佗椚し言いる事東があったの己、、附破風兼の  

行ドよう絹奮と覆土が練埴すきニヒが舶当乙Lど、あっ色   

ん宜行っt。  

i袖戸牟がヒiベさ増鼠  

今碩、向経書／播か、登宣し甘い萬捌こ、普摘級や出人ヒ吋  
骨格魂  して、勧務吋こ号馴旨挙れ加、旨硝骨葛に十  

たうんご瀾左すうようキ竜摘すべきていあさ。  
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した斡各硝芸風賓を嬉してみり、これには骨習絹  は食まオ＼てい  

ー古い。商品幻団包しZいもダンボ’→レ施じも、号習指導皇帝わ  

7云二鳩教示している。」ヒ吏沌しtが、、鵬一石翫迅翫軋る  

限り、学習指導が含帥Zいま畔■うカ、をシ貞脊老ヵヾ、紬類掃  

ことJオ絶しく、泉亮のあもすン7トル羞′こつ－、Zも潔鮨の偽行乙  

して慮りら才へるもの㍗あり、哲拍繰符時の瞥桶霧中由人の過  

失を左右射こしの∈＼はない。   

当各ち会z†、†よ／これらの軋裡のう丸そ∴嘗絹やぬ八・こコ  



調  伸  銅  潜   

3 丙の菩椚  

丁の販ラー毯！剥こ，「定期的に尭紬し，官i佳を持って指秘する。Jと  

勅められて弊習歌劇の邦関髄㈲橘摘朋Iルにが，i江別「1りに指；渾のため  

に尭消するとの約≡lミが氾行されないので耶約し7こい。   

（苦臓被小机八丁の弁槻＝   

1 ≡輿約申込時に，内円潮㈲憧側聞した内哲Ⅶ関都畑を渡しており，こ  

れには学習旧叩は含まれていない。   

2 澗．常，を梱包しているダンボール将に学習旧軍を行わはい胃薬示し  

学習教材の絹筈茸輿約に関する晋偶の申し山に対して，帥戸†lJ昂のく   

らしのまもる燕例耶35棄及び周東例他行規則㌢汚7棄の鋸碇に邦づき，   

神戸川胴甘拍署草祐一f処理寒口金がその即決につきあっせん・訊一摘（を持っ  

た拙封1背湘細川．†人： 」 」 以下‡叩」という。），岡‡＝＝コこ（以   

下l‾乙．1という。），桐こ＝ニコ（以下l’削という．。）ど洋川一徹‥仙人  

株式食朴1しニ   J  （以てt”T 

の晋▲l捌こつき，雛2汀ほ郎偶の条件で霹削誓【が成立した。  

ている。  

節1ガ言  

仁苦梢昭†山人甲，乙，丙の苦情内哲）   

1 叩の謂情  

丁の順露貝に，l■毎週土臓日に略儀紀■ていないかどうか見に顔を  

出させてもらいます。．1と約められて学習教材の稲凝明朋魔蘭㈲し  

たが，遇1園指蝉のためにきl絹鵬‾．るとの約束が愚行されないので椚  

約したい。   

′2 乙の苦情  

丁の顆露貝に，l層期的勉邦吉を見に行く。マンツーマンである。．1  

と勧められて学習教胡の硝買異動を齢粧したが，鯉朋的に指鞘のた  
○   

捌こきI∈弘するとの約束が履行されない〆で節約したい。  

銅：2 二噴  

l叩と丁との聞の旧期59埠11月28日付け，乙と丁との昭凧I59坪12月  

2日村・け，丙と丁との昭礼帽9年12角立巨＝寸け各軍習教材苑買契約を  

木El合恵那愴する。   

21甲，乙，丙はいずれも丁に対し，購払いの硝賃代金の返還沼求を  

しない。   

3 丁は甲，乙，丙に対し，未払いの稲澤代金の支払絹求をしない；・   

4 申，乙，丙はそれぞれ保管rPの学習教材を，この新相成立枝速や  

かに丁あて返送する。  
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5 申，乙，丙と株式会社  しとの聞の立替払奥  



約は．丁にわいて処刑し，叩，乙，抑こ阿らの速J頗をかけ差工い。．原  

，胡増子仁＝＝＝コ朝軌朝明朝働摘  曽株純金祉   
㌦玖村   

判挿昭利槻叩（ノ、）窮⊂＝＝7 網I伸についてむ岡棚とする。  

6．恥乙，丙と丁との閥にiま 

の間柄磯路のないことを僻試する。   ～＼  一 一ヽ  

■′  
茅▼  

以上を粧するため∴神戸潜昂のくらしをまもる条例地相舶用那8条   

約1．用の侃盤に基づき，木蘭ぺ通を仲成し．当当‡署が潤名押印のうえ，   

各自その1通を操督する。  

l昭芽＝60坤 9 月14 日  

岬，ごて一打守  

乙や巧亡二二  

丙 

髄韓  

板軋一席鵬【一叫一叫～＿－－｝¶山＿．＿仙川＿岬．．－．＿＿ ⊥ 
仙ー血血叫．．－叫仰＿ 岬」  



網  相  調  闇   

那：2 二項   

1．乙は甲に射し，単習指将を行うとの附随洩拓の不慮指に揮う恕約   

’金として，余弐万八千五百円劉昭利60年9月30Eほでに支払う。‥   

2 甲と乙との聞には；肋骨に閑職した引用以列には何らの椚抑椚搭  

のナよいことを酢潤する。  

学習教材のり－i室田契約に関する薔1閥の申し出に対して，神戸市民のく   

らしをまもる条例第35桑及び同条例聯吉敷則第7桑の規定に怒髪づき，   

神戸㌻け洞門著苫寸◆i誓処別慣貝会がその解決につきあっせん・網野を行っ，   

た緋私刑川根！人ここ二〕（以下川1」という。）と苦情敏l畑山人抹  

L二二∴」（以下！′乙」という。）との†用で，耶1用閥朋の  式金村   

背約につき， 網2用の条件で那慢‡が成j上した。  以上を裾、∂‾るため∴神戸再民のくらしをまもる条例舶行姐ぎlり銅8桑  

第1項の規定に姦§づき；本督2通を仲裁し，当部署が濱名州別のうえ，   

各自その1迫を保有する。  

旧乳160咋 9 月11日  

節1用   

（苦1掛申出人甲の背僧内容）  

乙の順稲貝に，「頻繁に尭紡し，罰任を持って勉肺を見る。」と  

物められて寧関数材の鏑腎契約を緋糾したが，消埠のために粟ぎi銅－  

るとの約舅摘順行されないのや，雪瑠†那渾を緋、予して沼しル㌔   

（ま引甘被り岨l人乙の弁朋）   

1輿約申込l時に，P粥矧職制を犯服したl勺腎肺封ズi’I瞳i，璧しており，こ  

れには蝉摺引■旨尊は含まれていない。   

月 銅品を桐謝しているダンボ岬ル余馴こ学篭馴一日埠を行わない旨衷訳し  

ている。  

岬 郎タや・  
r“岬叩‘′‾叫Ⅵ≠■叫’Ⅵ■、－   

‥“、j   

大枚薗i二ニニニ  
乙  

■・…   ・   



神 市生 第rJO占 号  

昭和占0年／0月J臼  ークを月抽1ないこと。   

（2）契約申込将に哨暫者に手渡す欝動こ，学習侶執ま行わない旨明  

言己すること。  

株式会社こ コ  

代表取締役  

神戸市長 宮  崎   辰  雄  

学習教材の販苑方法の改善について（指ラ葺）   

今般，餞社の学習教材の販編に関する苦情について，神戸甫消費   

者苦情処理委員会においてあぅせん・調停を行い解決をみたところ   

ですが，回萎員会における審議過程において，貴社の販売方倭に関   

し改善すべき点が指摘されました。ういてはi今後同種事例が発生   

しないために，下記夢項について意正措麿をとられるよう指婦しま   

す。  

なお，本書に対する唐社の対応を，昭和占0年／0月／2日まで   

に御回答ください。  

市民メ着生酒糟沌センター  

蘭（078）37ト1221   

記  

次のような措置を講ずることにより，学習指導は行わない旨消蔚   

者に十分認識させたうえで販売すること。   

（1）学習指導が受けられると消費者が誤認するようなセ…ルス・ト  



神戸市長 宮崎辰雄 機  

学習教材版籍方法の改善御指導について   

苦情処理委員会の斡旋によって調停がなされましたが、弊社と致し  

ましても、今回の事に於ては非常に申し訳なく深く反省致しておりま  

す。   

今回の市長様の御指導を仰ぐまでもなく、既に下記の通りの事を実  

施又は実施すべく摺際しておりますので御報告申し上げます。  

記   

学習指導があると消費者に誤認させるセールス、・トークは一切行わ  

ない。   

契約内容線路誠に、訪問指導は行わない旨の条項を加え、現在是正  

申であります。昭和61年1月1日何よりヾ 改良形式の書式を以っ、て  

契約にあたります。   

以一上の方法で訪問指導ありと誤認されない優良な版義を行う事を約  

束致します。  

以上  

昭和60年10月7日  
l 

ごテ盲き「－   


